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「沈黙」教育の村、白馬 村民　１／９１５６
尾川　耕草本　朋子 泰間　康範新田めいてつ 森上

遠い昔に出会ったような、出会わ
なかったような。先日読んだ本の中
に「この言葉」があった。ほんわかと
家族4人の生活に満足していた私の
心に突き刺さった。その言葉を紹介
します。

最大の悲劇は、悪人の暴力ではなく、
　善人の沈黙である。
沈黙は、暴力の陰に隠れた同罪者で
　ある。
あなたが正しいとき、
　過激になりすぎてはいけない。
あなたが間違っているとき、
　保守的になりすぎてはいけない。
（中略）
問題になっていることに沈黙するよ
　うになったとき、
我々の命は終わりに向かい始める。

アメリカ公民権運動の指導者：キ
ング牧師の言葉である。

この地で子育てをしたいと思って
白馬に移り住み、7年になります。
おかげさまで3人の子供達は大自然
の中、のびのびと育っています。
2014年に白馬高校の魅力化に関

わる機会を頂き、微力ながらお手伝
いさせて頂いております。白馬高生
の視野が広がるよう講演会を企画す
ることになり、大学卒業以来会って
いなかった社会活動家の湯浅誠さん
や、直接の知り合いですらなかった
宇宙飛行士の山崎直子さんに講演依
頼をし、両者とも、ご快諾を頂いて
素晴らしい講演を聞くことが出来ま
した。白馬高校に関わらせて頂いた
おかげで私自身の世界も広がり、心
から感謝しております。
国際観光科が発足し、白馬高校は
新しい一歩を踏み出しました。白馬
高と並び英語圏の生徒のための国際
学校が白馬に出来れば、白馬は真に
国際的な教育の村となるのではと、
夢は膨らんでいます。

和歌山県の南の方で生まれ育ち、
ここ長野県に来るまでは、積もった
雪はもちろん、スキーやスノーボー
ドなど別世界の物だと思っていまし
た。初めてスノーボードに出会い、
とりこになって約20年。気が付くと
白馬村民になって、農業の仕事をし
ながら地域の行事などにも参加させ
てもらう様になるなんて、当時は思っ
てもいませんでした。
通年で白馬村に住んでいると、雪
の楽しさ以外にも、春夏秋とすばら
しい景色や村の人の温かさに、すっ
かりとりこになりました。
６年程前には、結婚をして子供も
２人授かり、先日は長女が白馬北小
に入学いたしました。
子供の教育環境にも、最高に良い
場所だと感じております。自分も次は、
この子供達の為にもより良い白馬村
を残しつつ、改善していける一人に
なれるように日々頑張りたいと思い
ます。

夢、私たちに。

わたしのひとこと

■
議
会
報
調
査
編
集
特
別
委
員
会

議
　
　
長

委

員

長

副
委
員
長

委

員

〃〃〃〃

白馬議会だよりは、環境にやさしい植物油型インキと再生紙を使用しま
した。（PO 印刷）
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白馬高校全国募集にアピール！
東京　山手線にラッピング！白馬高校の制服です。（平成28年2月）
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